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確にするために、樹木構造接近法を 6 種の特徴で類型化し、代表的な方法について各類型に対応づける。とくに、 CART、
AID、 CHAID、 CRUISE の諸法について、その概要とアルゴリズムを紹介し、数値例でその特徴を具体的に明示す
る。
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2 分岐法の結果と比較する。さらに、シミュレーションによって多分岐法と 2 分岐法の特徴を評価する。このとき、
生存時間研究の特殊性、すなわち、中途打ち切り観測値を考慮、してシミュレーションを実施する。その結果、多分岐
法は 2 分岐法の代替およびその妥当性評価に有用であることを示す。
最後に、本論文で研究・開発した多分岐法の残された問題点について触れ、今後の研究方向について述べる。
ここで提示された諸種の統計的方法論はいずれも、実地を意識した形式で展開が諮られている点で、相当に魅力的
であり、広範な適用可能性を秘めている。よって本論文を博士(工学)の学位論文として価値のあるものと認める。
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